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研究職のワークライフイベント

博士号取得

大学・大学院修了

就職

留学

昇進

結婚

出産

子育て

親の介護



0 1 2 3 4 5 6 7

・研究のための時間が足りないと感じることが

・教育のための時間が足りないと感じることが

・学会活動にあてる時間が足りないと感じることが

・余暇や休養にあてる時間が足りないと感じることが

・家庭・私生活と仕事とのやりくりに苦しむことが

・家庭や家族の問題のために、仕事が制限されることが

・家庭や家族の問題のために、仕事を減らしたいと思うことが

・家庭や家族の問題のために、仕事をやめようと思うことが

・仕事のために、子どもを持つことをためらうことが

・仕事のために、家庭や私生活が犠牲になることが

・親などの介護に対して不安を持つことが

・自分の健康に関して不安を持つことが

・仕事の割り当てや分担に関して不満を持つことが

・所属機関の採用に関して性別による不利な扱いがあると感じることが

・所属機関の昇進に関して性別による不利な扱いがあると感じることが

・仕事を行う上で、性別による不利益をうけていると感じることがが

・仕事を行う上で、性別による不利益をうけていると感じることがが

1 よくある 2 ある 3 ない

現在、あなたには以下のようなことがありますか？



0 1 2 3 4 5 6 7

・子どもに何かあったときに休みが取れる

・短時間勤務

・休日出勤がない

・勤務時間の融通がきく

・夕刻以降の仕事（夜間の授業、会議等）が無い

・育児休暇がとれる

・授業負担を減らせる

・委員会等の負担を減らせる

1 とても重要 2 やや重要 3あまり重要でない 4 全く重要でない

育児をしながら働く場合に、次のような職場の環
境・制度はどれくらい大事と考えますか？



研究を継続するために以下のようなサービス、
施設、制度を利用したいと思いますか？

0 1 2 3 4 5 6 7

・育児・看護・介護と仕事を両立させるための相談窓口

・育児・看護・介護休暇制度

・育児・看護・介護費用の補助制度

・育児・看護・介護休暇後の復帰支援制度

・育児・看護・介護休暇を取得しやすくするための支援

・育児期にある研究者が応募できる研究助成金など

・学内保育所

・病時・病後保育サービス

・病時・病後保育サービスの費用の援助

・学童の一時預かりなど学齢期の育児に対する支援

・出産・育児経験のある研究者の交流会や相談会の開催

・所属機関で受けられる支援についての情報提供

・研究補助員を雇うための経費の援助

・出産、育児、看護、介護、自分の病気等による休業期間中

代替教員を確保するためのシステムの構築

1 すでに利用している 2利用したい 3必要になったら利用したい 4不必要



0 1 2 3 4 5 6 7

・出産、育児、看護、介護による休業期間を研究歴にカウントする

・採用時の年齢上限を、出産、育児、看護、介護による休業期間分上乗せ

する

・教員の新規採用時には必ず公募を行う

・能力が同等であれば女性を採用する

・女性教員を採用した大学・企業に助成金や予算を支給する

・上位職に女性を登用する

・専用の部署（男女共同参画室等）を設置する

・男女共同参画の意識を高めるような講演会・研修会を企画する

・学内または企業保育園を併設する

・女子学生・大学院生を啓蒙するための講演会を開催する

1賛成 2どちらかといえば賛成 3どちらかといえば反対 4反対

教員の男女比の偏りを是正するために、以下のようなルー
ルや施策を採用することをどう思いますか？



Q2 あなたにとって理想的なワークライフバランスとは
どのような形態か

Q1 仕事と育児・看護・介護・家事等の両立に関して不
安に思われること、困難を感じておられること


